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1. 序論  
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2. 研究対象地域の概要  














 津山市の人口は図-1 のように 1970 年代から人口は増加
傾向にあったが、1995 年の 91,170 人をピークにゆるやか
な減少傾向に転じ、生産年齢人口の減少・少子高齢化の進
行などに伴い都市的活力が低下し、とりわけ中心市街地で































































3. 駐車場利用者へのアンケート調査  



























 本調査の回答者数は、7月 5日（土）が 410人、7日（月）



















の計 9項目で調査を行った。  



























4. アルネ津山と周辺商店街の関連性に関する分析  



































5. 駐車場利用者の周辺商店街における行動特性に分析  










動線Ｃは 12件、歩行動線Ｄは 1～2件である。  
利用頻度の低い動線もあることから、利用店舗・施設は、
利用件数が 1～9件の場合と 10件以上の場合に分別した。  




























 （2）利用店舗・施設の特性  












































敷地数 =低利用地数 +未利用地数 +店舗・施設数


































7. 結論  
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